
(57)【要約】

【課題】カムシャフトにおける位相の異なるカム駒を同

時に仕上げ加工でき、位相が異なるカム駒の数の増加に

伴う仕上げ加工時間の増加を抑制する。

【解決手段】カム形状の複数のカム駒をカム軸上に有し

、カム駒が異なる位相で配置されるカムシャフトのカム

駒に仕上げ加工を施すカムシャフトの仕上げ加工装置に

おいて、円盤状又はリング状で外周に加工面を有する仕

上げホイールを複数備え、ホイールはカムシャフトの側

面視で外周側に周状に配置される。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 カ ム 形 状 の 複 数 の カ ム 駒 （ ７ ３ ， ７ ４ ， ７ ５ ， ７ ６ ） を カ ム 軸 （ ７ ７ ） 上 に 有 し 、 前 記
カ ム 駒 （ ７ ３ ， ７ ４ ， ７ ５ ， ７ ６ ） が 異 な る 位 相 で 配 置 さ れ る カ ム シ ャ フ ト （ ７ １ ） の 前
記 カ ム 駒 （ ７ ３ ， ７ ４ ， ７ ５ ， ７ ６ ） に 仕 上 げ 加 工 を 施 す カ ム シ ャ フ ト の 仕 上 げ 加 工 装 置
に お い て 、 円 盤 状 又 は リ ン グ 状 で 外 周 に 加 工 面 を 有 す る 仕 上 げ 加 工 用 ホ イ ー ル （ ２ ， ２ ２
， ３ ２ ， ４ ２ ） を 複 数 備 え 、 該 仕 上 げ 加 工 用 ホ イ ー ル （ ２ ， ２ ２ ， ３ ２ ， ４ ２ ） は 前 記 カ
ム シ ャ フ ト （ ７ １ ） の 側 面 視 で 外 周 側 に 周 状 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る カ ム シ ャ フ ト
の 仕 上 げ 加 工 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 カ ム 軸 上 に 異 な る 位 相 を 有 す る 状 態 で 配 置 さ れ た カ ム 駒 を 有 す る カ ム シ ャ フ
ト の カ ム 駒 に 仕 上 げ 加 工 を 施 す 仕 上 げ 加 工 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 的 な カ ム シ ャ フ ト の 製 造 方 法 と し て は 、 鋳 造 に よ り カ ム 予 備 体 を 成 形 し 、 次 に カ ム
駒 部 分 及 び カ ム 軸 部 分 を 順 次 砥 石 に よ り 研 磨 し 、 そ の 後 、 カ ム 駒 表 面 に 仕 上 げ 加 工 を 施 す
と い う 方 法 が あ る 。 こ の 仕 上 げ 加 工 と し て は 、 カ ム 駒 に 研 磨 時 に 付 着 し た 研 磨 屑 を 排 除 し
た り 磨 き を 施 す た め の バ フ 加 工 や 、 面 粗 度 を 高 く す る た め の ラ ッ プ 加 工 な ど が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
上 記 の 如 き 工 程 で 製 造 さ れ る カ ム シ ャ フ ト は 、 自 動 車 の 内 燃 機 関 等 で 使 用 さ れ る 。 近 年 の
自 動 車 に お い て は 低 燃 費 が 求 め ら れ て お り 、 カ ム シ ャ フ ト に は 摩 擦 抵 抗 を 低 く す る た め に
高 い 面 粗 度 が 求 め ら れ る 傾 向 に あ る 。 そ の た め 、 上 記 の 如 き 仕 上 げ 加 工 は 特 に 重 要 な 工 程
と な っ て い る 。 こ こ で 仕 上 げ 加 工 の 一 つ で あ る ラ ッ プ 加 工 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 カ ム シ ャ フ ト の ラ ッ プ 加 工 は 、 ペ ー パ ー ラ ッ プ や ス ト ー ン ラ ッ プ な ど 様 々 な 形 態 が あ る
が 、 こ こ で は 弾 性 を 有 す る 研 磨 材 に よ る リ ン グ 状 の ラ ッ プ 用 ホ イ ー ル を 使 用 し て ラ ッ プ 加
工 を 施 す 場 合 を 説 明 す る 。 一 般 に ラ ッ プ 加 工 は 、 ラ ッ プ 用 ホ イ ー ル 及 び カ ム シ ャ フ ト を 反
対 方 向 に 回 転 さ せ 、 カ ム シ ャ フ ト の カ ム 駒 の 外 径 形 状 に 倣 っ て ラ ッ プ 用 ホ イ ー ル が 進 退 し
て 、 カ ム 駒 の 外 周 に 均 一 に ラ ッ プ 加 工 を 施 す 。 こ こ で カ ム シ ャ フ ト の カ ム 駒 の 位 相 は 各 々
異 な っ て お り い る た め 、 ラ ッ プ 用 ホ イ ー ル で 同 時 に ラ ッ プ 加 工 を 施 す と カ ム 駒 の 面 粗 度 を
均 一 に 高 く す る こ と が で き な い 。 そ の た め 、 順 次 カ ム 駒 に ラ ッ プ 加 工 を 施 す 方 法 が と ら れ
て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 の 如 く 、 異 な る 位 相 の カ ム 駒 を 設 け た カ ム シ ャ フ ト に 対 し 、 順 次 各 カ ム 駒 に ラ ッ プ
加 工 を 施 す こ と に よ り 、 全 カ ム 駒 に 均 一 の ラ ッ プ 加 工 を 施 す こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 カ
ム 駒 の 数 の 少 な い カ ム シ ャ フ ト で あ れ ば 加 工 時 間 は 少 な く て す む が 、 カ ム 駒 の 数 が 多 い カ
ム シ ャ フ ト で は 順 次 各 カ ム 駒 に ラ ッ プ 加 工 を 施 す こ と に よ り 、 加 工 時 間 が 多 大 に か か っ て
し ま う と い う こ と が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 カ ム シ ャ フ ト に お け る 位 相 の 異 な る カ ム 駒 を 同 時 に 仕 上 げ
加 工 で き な い た め 、 位 相 が 異 な る カ ム 駒 の 数 の 増 加 に 伴 い 仕 上 げ 加 工 時 間 も 増 加 す る 点 で
あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 カ ム 形 状 の 複 数 の カ ム 駒 を カ ム 軸 上 に 有 し 、 カ ム 駒 が 異 な る 位 相 で 配 置 さ れ
る カ ム シ ャ フ ト の カ ム 駒 に 仕 上 げ 加 工 を 施 す カ ム シ ャ フ ト の 仕 上 げ 加 工 装 置 に お い て 、 円
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盤 状 又 は リ ン グ 状 で 外 周 に 加 工 面 を 有 す る 仕 上 げ ホ イ ー ル を 複 数 備 え 、 ホ イ ー ル は カ ム シ
ャ フ ト の 側 面 視 で 外 周 側 に 周 状 に 配 置 さ れ る こ と を 最 も 主 要 な 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の カ ム シ ャ フ ト の 仕 上 げ 加 工 装 置 は 、 円 盤 状 又 は リ ン グ 状 で 外 周 に 加 工 面 を 有 す
る 仕 上 げ ホ イ ー ル を 複 数 備 え 、 ホ イ ー ル は カ ム シ ャ フ ト の 軸 線 に 対 し て 周 状 に 配 置 さ れ る
た め 、 位 相 の 異 な る カ ム 駒 に 同 時 に 仕 上 げ 加 工 を 施 す こ と が で き る の で 、 位 相 の 異 な る カ
ム 駒 の 数 が 増 加 し て も 加 工 時 間 の 増 加 が 抑 制 で き 、 生 産 性 が 向 上 す る 。 ま た 、 限 ら れ た 一
方 向 か ら 仕 上 げ 加 工 が 施 さ れ な い の で 、 カ ム シ ャ フ ト に か か る 荷 重 が 分 散 さ れ る た め 、 カ
ム シ ャ フ ト 仕 上 げ 加 工 時 に お け る 負 荷 が 偏 ら な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 カ ム シ ャ フ ト の 位 相 の 異 な る カ ム 駒 に 同 時 に 仕 上 げ 加 工 を 施 す と い う 目 的 を 、 カ ム シ ャ
フ ト に 一 定 の 方 向 か ら 偏 っ た 荷 重 が か る と い う 負 荷 を 与 え る こ と な く 実 現 し た 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 、 位 相 の 異 な る カ ム 駒 ７ ３ ， ７ ４ ， ７ ５ ， ７ ６ を 有 す る 一 般 的 な カ ム シ ャ フ ト ７
１ を 表 す 。 こ の カ ム シ ャ フ ト ７ １ は 、 軸 線 方 向 に 延 び る カ ム 軸 ７ ７ と 、 カ ム 軸 ７ ７ 上 に 設
け ら れ る 複 数 の カ ム 駒 ７ ３ ， ７ ４ ， ７ ５ ， ７ ６ 及 び ジ ャ ー ナ ル 駒 ８ １ か ら 構 成 さ れ る 。 カ
ム 軸 ７ ７ は 一 方 端 部 ７ ８ 側 端 面 か ら 外 側 に 向 け て 軸 線 方 向 に 突 出 す る ピ ン ７ ９ を 備 え て い
る 。 ジ ャ ー ナ ル 駒 ８ １ は 、 そ の 外 周 が カ ム 軸 ７ ７ よ り 大 径 で 同 心 の 円 形 状 で あ る 。 ま た カ
ム 駒 ７ ３ ， ７ ４ ， ７ ５ ， ７ ６ は 、 そ の 外 周 が カ ム 軸 ７ ７ よ り 大 径 で 同 心 の 半 円 形 状 で あ る
カ ム ベ ー ス 部 ａ と 、 そ の カ ム ベ ー ス 部 ａ か ら 突 出 す る カ ム ト ッ プ 部 ｂ を 有 す る カ ム 形 状 で
あ る 。 カ ム 軸 ７ ７ 上 で は 一 対 の カ ム 駒 ７ ３ ， ７ ３ が 同 位 相 の 状 態 に 配 置 さ れ 、 一 対 の カ ム
駒 が 位 相 の 異 な る 状 態 で 第 一 カ ム 駒 ７ ３ か ら 第 四 カ ム 駒 ７ ６ ま で 、 四 対 形 成 さ れ て い る 。
各 一 対 の カ ム 駒 間 に は ジ ャ ー ナ ル 駒 ８ １ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う な カ ム シ ャ フ ト ７ １ は 、 予 め 鋳 造 に よ り カ ム シ ャ フ ト 予 備 体 を 成 形 し 、 次 に ジ
ャ ー ナ ル 駒 ８ １ 及 び カ ム 駒 ７ ３ ， ７ ４ ， ７ ５ ， ７ ６ に 研 削 加 工 が 施 さ れ 、 最 後 に 仕 上 げ 加
工 と し て ラ ッ プ 加 工 が カ ム 駒 ７ ３ ， ７ ４ ， ７ ５ ， ７ ６ に 施 さ れ る と い う 工 程 で 製 造 さ れ る
。 こ の ラ ッ プ 加 工 を 行 う ラ ッ プ 加 工 装 置 に つ い て 図 ２ 及 び 図 ３ を 基 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 さ れ る の は カ ム シ ャ フ ト の 仕 上 げ 加 工 装 置 の 一 つ で あ る ラ ッ プ 加 工 装
置 １ で あ る 。 ま ず 第 一 カ ム 駒 ７ ３ に ラ ッ プ 加 工 を 施 す 第 一 ラ ッ プ 部 ２ Ａ に つ い て 説 明 す る
。 第 一 ラ ッ プ 部 ２ Ａ は 、 第 一 カ ム 駒 ７ ３ に 対 向 し て 図 ２ に 示 さ れ る 如 く カ ム シ ャ フ ト ７ １
の 他 方 端 部 ８ ０ 側 か ら 見 て カ ム シ ャ フ ト ７ １ の 右 側 に 配 置 さ れ る 。 こ の 第 一 ラ ッ プ 部 ２ Ａ
は 本 体 １ ２ 上 に 形 成 さ れ 、 カ ム シ ャ フ ト ７ １ の 軸 線 に 対 し て 垂 直 方 向 に 延 び る レ ー ル ９ と
、 レ ー ル ９ に 摺 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 可 動 テ ー ブ ル ８ と を 備 え 、 可 動 テ ー ブ ル ８ を レ ー
ル ９ に 沿 っ て 往 復 動 さ せ る 駆 動 手 段 １ １ が 設 け ら れ る 。 こ の 駆 動 手 段 １ １ は 、 可 動 テ ー ブ
ル ８ に 螺 合 さ れ る ね じ 軸 １ ０ と 、 本 体 上 １ ２ に 取 り 付 け ら れ て 上 記 ね じ 軸 １ ０ を 正 逆 回 転
さ せ 得 る 第 一 電 動 モ ー タ １ １ ａ と か ら 構 成 さ れ る 。 ま た 、 可 動 テ ー ブ ル ８ の 側 面 に は カ ム
シ ャ フ ト ７ １ の 軸 線 に 対 し て 水 平 方 向 に 延 び る 側 面 レ ー ル ７ が 形 成 さ れ て お り 、 側 面 レ ー
ル ７ に 摺 動 可 能 に 取 り 付 け る ホ イ ー ル 台 ６ が 支 承 さ れ る 。 ホ イ ー ル 台 ６ に は カ ム シ ャ フ ト
の ホ イ ー ル 軸 ３ と ホ イ ー ル 軸 ３ の 両 端 を 支 持 す る 支 持 具 ４ ， ４ を 備 え る 。 ホ イ ー ル 台 ６ は
連 結 ブ ロ ッ ク １ ５ に よ り 一 体 に 連 結 さ れ て 側 面 レ ー ル ７ 上 を 摺 動 し 得 る よ う に な っ て お り
、 こ の 連 結 ブ ロ ッ ク １ ５ に は 、 連 結 ブ ロ ッ ク １ ５ を 往 復 動 さ せ 得 る 連 結 ブ ロ ッ ク 駆 動 手 段
１ ３ が 設 け ら れ る 。 こ の 連 結 ブ ロ ッ ク 駆 動 手 段 １ ３ は 、 連 結 ブ ロ ッ ク １ ５ に 螺 合 さ れ る ね
じ 軸 １ ４ と 、 可 動 テ ー ブ ル ８ に 取 り 付 け ら れ て 上 記 ね じ 軸 １ ４ を 正 逆 回 転 さ せ 得 る 第 二 電
動 モ ー タ １ ３ と か ら 構 成 さ れ る 。 ラ ッ プ 加 工 用 ホ イ ー ル ２ は そ の 軸 心 に ホ イ ー ル 軸 ３ を 備
え た 状 態 に 配 置 さ れ 、 ホ イ ー ル 軸 ３ に は 一 体 に 設 け ら れ る 図 示 せ ぬ ギ ア が モ ー タ ５ に 接 続
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さ れ 、 モ ー タ ５ の 回 転 に よ り ラ ッ プ 加 工 用 ホ イ ー ル ２ は 回 転 す る 。 ま た 第 二 カ ム 駒 ７ ４ に
ラ ッ プ 加 工 を 施 す 第 二 ラ ッ プ 部 ２ ２ Ａ は 第 二 カ ム 駒 ７ ４ と 対 向 し て 図 ２ に 示 さ れ る 如 く 他
方 端 部 ８ ０ 側 か ら 見 て カ ム シ ャ フ ト ７ １ の 上 側 に 配 置 さ れ る 。 ま た 第 三 カ ム 駒 ７ ５ に ラ ッ
プ 加 工 を 施 す 第 三 ラ ッ プ 部 ３ ２ Ａ は 第 三 カ ム 駒 ７ ５ と 対 向 し て 図 ２ に 示 さ れ る 如 く 他 方 端
部 ８ ０ 側 か ら 見 て カ ム シ ャ フ ト ７ １ の 下 側 に 配 置 さ れ る 。 ま た 第 四 カ ム 駒 ７ ６ に ラ ッ プ 加
工 を 施 す 第 四 ラ ッ プ 部 ４ ２ Ａ は 第 四 カ ム 駒 ７ ６ と 対 向 し て 図 ２ に 示 さ れ る 如 く 他 方 端 部 側
か ら 見 て カ ム シ ャ フ ト ７ １ の 左 側 に 配 置 さ れ る 。 第 二 ラ ッ ブ 部 ２ ２ Ａ 、 第 三 ラ ッ プ 部 ３ ２
Ａ 及 び 第 四 ラ ッ プ 部 ４ ２ Ａ は 第 一 ラ ッ プ 部 ２ Ａ と 同 様 の 構 造 で あ り 、 第 一 ラ ッ プ 部 ２ Ａ 乃
至 第 四 ラ ッ プ 部 ４ ２ Ａ は カ ム シ ャ フ ト ７ １ の 軸 ７ ７ に 対 し て ラ ッ プ 加 工 用 ホ イ ー ル ２ ， ２
２ ， ３ ２ ， ４ ２ が 側 面 視 で 重 な ら な い 状 態 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す 如 く カ ム シ ャ フ ト ７ １ の 軸 線 方 向 両 側 に は 、 カ ム シ ャ フ ト ７
１ を 支 持 す る ワ ー ク 支 持 具 ６ １ が 配 置 さ れ 、 一 方 第 一 ワ ー ク 支 持 具 ６ ２ は 軸 線 方 向 に 固 定
さ れ 、 他 方 第 二 ワ ー ク 支 持 具 ６ ３ は 軸 線 方 向 に 対 し て 進 退 可 能 で あ る 。 ま た ワ ー ク 支 持 具
６ １ は 軸 心 を 中 心 に 回 転 可 能 で 、 第 一 ワ ー ク 支 持 具 ６ ２ に 一 体 に 設 け ら れ る メ イ ン ギ ア ６
４ が 、 噛 合 す る サ ブ ギ ア ６ ５ を 介 し て モ ー タ ６ ６ に 接 続 さ れ 、 モ ー タ ６ ６ の 回 転 に よ り 第
一 ワ ー ク 支 持 具 ６ ２ は 回 転 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 続 い て 、 上 記 ラ ッ プ 加 工 装 置 １ を 使 用 し て カ ム シ ャ フ ト ７ １ に ラ ッ プ 加 工 を 施 す 工 程 を
説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま ず 、 ワ ー ク 支 持 具 ６ １ で カ ム シ ャ フ ト ７ １ の 両 端 を 支 持 す る 。 こ の と き カ ム 軸 ７ ７ の
一 方 端 面 ７ ８ か ら 突 出 す る ピ ン ７ ９ を 第 一 ワ ー ク 支 持 具 ６ ２ の 孔 部 （ 図 示 せ ず ） に 挿 入 し
て 、 予 め 設 定 さ れ た 位 相 状 態 に 配 置 す る 。 続 い て 第 一 ワ ー ク 支 持 具 ６ ２ に 接 続 し た モ ー タ
６ ６ 及 び 第 一 ラ ッ ブ 部 ２ Ａ 乃 至 第 四 ラ ッ プ 部 ４ ２ Ａ の 各 ホ イ ー ル 支 持 具 ３ に 接 続 し た モ ー
タ ５ を 各 々 反 対 方 向 に 回 転 さ せ カ ム シ ャ フ ト ７ １ 及 び 各 ラ ッ プ 用 ホ イ ー ル ２ ， ２ ２ ， ３ ２
， ４ ２ を 反 対 方 向 に 回 転 さ せ る 。 そ の 後 、 Ｎ Ｃ 制 御 に よ り 駆 動 手 段 １ １ が 作 動 し て 、 第 一
電 動 モ ー タ １ １ ａ 及 び 第 二 電 動 モ ー タ １ ３ ａ の 作 動 を 制 御 し 、 各 可 動 テ ー ブ ル ８ を カ ム シ
ャ フ ト ７ １ の 軸 線 に 対 し て 水 平 方 向 に 往 復 動 さ せ る と と も に 垂 直 方 向 に 微 速 で 送 っ て 、 各
ラ ッ プ 加 工 用 ホ イ ー ル ２ ， ２ ２ ， ３ ２ ， ４ ２ が カ ム 駒 ７ ２ の 形 状 に 倣 っ て 第 一 カ ム ７ ３ 駒
乃 至 第 四 カ ム 駒 ７ ６ に ラ ッ プ 加 工 を 施 し 、 カ ム シ ャ フ ト ７ １ の 仕 上 げ 加 工 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 よ っ て 上 記 の 如 き カ ム シ ャ フ ト の ラ ッ プ 加 工 装 置 １ に よ れ ば 、 リ ン グ 状 で 外 周 に 加 工 面
を 有 す る ラ ッ ブ 加 工 用 ホ イ ー ル ２ ， ２ ２ ， ３ ２ ， ４ ２ を 備 え 、 ラ ッ ブ 加 工 用 ホ イ ー ル ２ ，
２ ２ ， ３ ２ ， ４ ２ は カ ム シ ャ フ ト ７ １ の 軸 線 に 対 し て 周 状 に 配 置 さ れ る の で 、 カ ム シ ャ フ
ト ７ １ の カ ム 軸 ７ ７ 上 に 配 置 さ れ る 位 相 の 異 な る 各 カ ム 駒 ７ ３ ， ７ ４ ， ７ ５ ， ７ ６ を 同 時
に ラ ッ プ 加 工 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 尚 、 上 記 実 施 例 で は 仕 上 げ 加 工 と し て ラ ッ プ 加 工 が 挙 げ ら れ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ
る わ け で は な く 、 バ フ ホ イ ー ル を 用 い た バ フ 加 工 な ど 、 カ ム シ ャ フ ト の 仕 上 げ 加 工 を 円 盤
形 状 又 は リ ン グ 形 状 の 加 工 用 ホ イ ー ル で 行 う 加 工 で あ れ ば 、 全 て 適 用 で き る 。 ま た 、 上 記
実 施 例 で は 仕 上 げ 加 工 用 ホ イ ー ル の 数 は 四 個 で あ っ た が 、 仕 上 げ 加 工 用 ホ イ ー ル の 個 数 も
限 定 さ れ る こ と は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 カ ム 軸 上 に 異 な る 位 相 を 有 す る 状 態 で 配 置 さ れ た カ ム 駒 を 有 す る カ ム シ ャ フ ト を
表 し 、 （ ア ） は 平 面 図 、 （ イ ） は 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る カ ム シ ャ フ ト の 仕 上 げ 加 工 装 置 を 表 す 部 分 断 面 側 面 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る カ ム シ ャ フ ト の 仕 上 げ 加 工 装 置 を 表 す 平 面 図 で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ２ 、 ２ ２ ， ３ ２ ， ４ ２ 　 　 仕 上 げ 加 工 用 ホ イ ー ル
７ １ 　 　 カ ム シ ャ フ ト
７ ３ ， ７ ４ ， ７ ５ ， ７ ６ 　 　 カ ム 駒
７ ７ 　 　 カ ム 軸

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

(6) JP 2005-52912 A 2005.3.3


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

